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国東市男女共同参画審議会のお知らせ国東市男女共同参画審議会のお知らせ
平成25年度第1回国東市男女共同参画審議会を開催します。
この審議会は公開としますので傍聴を希望される方は、会場で受付をお願いします。

５月30日（木）　午前9時30分
アストくにさきマルチホール
前年度事業及び各課別計画推進状況報告・25年度事業計画

日　時

場　所

内　容

　新緑が美しい5月となりました。新入学や就職、
職場の異動などで新しい環境になった方も多いと
思います。5月病などにかかっていませんか？
　4月から男女共同参画係は人権・同和対策課から
政策企画課に変わりました。今後は男性の視点と
女性の視点をバランスよく取り入れ、幅広く男女

共同参画事業を進めていきますのでよろしくお願いします。
　また、「くにさき婚活応援団」の婚活支援事業も、政策企画課地域支援係が担当します。引
きつづき若者の定住促進や、楽しい婚活イベントを企画しますので、どうぞお楽しみに！

1,046,963円（14人）
◆平成20年度からの累積

5,169,661円

平成24年度に寄附をしていただいた方

氏　名
吉武考三郎様

小深田太吉様

野田　哲也様

清國　祐二様

楠本　浩二様

横市　輝年様

森田　政尋様

㈲小串商店様

住　所

香川県高松市

大阪府大阪市

東京都江戸川区

東京都江東区

東京都新宿区

大分県国東市

東京都足立区

寄附金額

30,000円

100,000円

150,000円

16,963円

問い合わせ　政策企画課 地域支援係 ☎0978－72－5161

※事前に了承された方のみ掲載しています。
一部ご本人の希望により非公表とさせていただいています。

「国東市ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）」ありがとうございました「国東市ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）」ありがとうございました

問い合わせ　政策企画課 男女共同参画係

「ふるさと納税制度」として、国東市では「国東市ふるさ
と応援寄附金」の募集を行っています。
平成24年度に皆様からお寄せいただいた寄附金の状
況をお知らせします。
国東市を応援していただきありがとうございました。寄
附金は「国東市地域振興基金」に積み立て、今後のまち
づくりに活用させていただきます。

◆平成24年度寄附金額
（平成24年４月～平成25年３月末まで）

☎0978－72－5161　FAX 0978－72－1822
E-mail:kikaku＠city.kunisaki.lg.jp

寄附金から2千円を差し引いた額が、住民税と所得税か
ら控除されます。ただし、年収、寄附金の額などにより、
控除される額に限度があります。なお、控除を受けるに
は、所得税の確定申告または住民税の申告が必要です。
申告の際には国東市又は金融機関が発行した領収書が
必要となりますので大切に保管してください。

○「国東市ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）」に寄
付していただくと以下のような税制上の優遇措置
を受けられます。

○今後も引き続き「国東市ふるさと応援寄附金」を募集
いたします。

「ふるさと国東」を応援される方であれば居住地を問わずどなたで
もお申し込みいただけます。市役所政策企画課までご連絡いただ
ければ、納付書を郵送します。所定の金融機関へ納付書をお持ち
になり、お振り込みください。（振込手数料はかかりません。）
＊寄付いただいた方へはお礼として一年間「市報くにさき」を送
付させていただきます。
＊「ふるさと納税」制度や「国東市ふるさと応援寄附金」を語った
寄附の強要、詐欺行為には十分注意してください。
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あ な

た も

gender equality

サンカク!サンカク!
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「人権擁護委員の日（6月1日）」にちなみ、『人権なんでも相談所（無料相談所）を開設します。

人権なんでも相談所をご利用ください人権なんでも相談所をご利用ください人権なんでも相談所をご利用ください

【問い合わせ】
杵築人権擁護委員協議会　☎0978-62-2271 ／国東市人権・同和対策課　☎0978-72-0354

6月 3日（月）　午前10時～午後3時
みんなんかん、アストくにさき、武蔵中央公民館、安岐総合支所
高齢者・子ども・女性の人権・同和問題、家庭内や隣近所のもめごと等
杵築人権擁護委員協議会　　大分地方法務局杵築支局

日　時

場　所

内　容

主　催


